
―猛暑に思うー

2010 年、とにかく暑く長い夏でした。その様な異常気象、円

高など追い討ちをかけるような不安材料が次々と聞こえてく

る。自分自身も 4 月からごみ減量アドバイザーとして任務を

受け、不安を抱えてスタート、5 ヶ月が過ぎようとしている今、

ようやく学び、経験し焦らず出きる事から一人でも多くの人

に、伝えて行きたいと思っている。8月 9日には、「子供ごみ

探検隊」に 14名の子供達と、充実した 1日を体験しました。

見学場所、（株）水工技研（廃プラスチック処理保管施設）、

小柳産業（株）です。水工技研では、暑さと強烈な臭いの中

で、緑色の袋に入れて出された「プラスチックごみ」を、手作

業で中身を分別している。分別され、入れてはいけない「ル

ール違反ごみ」｛軍手・CD・中身が入ったままのマヨネーズ、

ソース｝このような違反ごみに、子供たちからも驚きの声が

上がりました。自分の目で見る大切さを感じると共に、多く

の市民にもこのようにルール違反ごみの多い現状を知って

欲しいと思いました。又、小柳産業では細かく分類され、資

源としてどのように活かされるか、活かすためにはきちんとし

た分別が必要であるということも、子供達と共に学びました。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽にお

出かけください。良い情報交換ができると思います。

《わくわくワーク》 ここで行うボランティアの活動

をわくわくワークといいます。毎週木曜日１０時～４時、

わくわく工房にて行っています。

『ボランティア随時募集しています！』

★修理工房よりお知らせ

包丁研ぎ…毎週水曜日 午後１時から午後３時まで

※※※お一人１本（無料）…１日１０本まで※※※

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、

エコ文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの

販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり ､袋物､

さき織り製品等を販売しています。

平成２２年１０月カレンダー

1 金

2 土 休館日

3 日 休館日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土 休館日 （環境フェア参加）

10 日 休館日

11 月 休館日

12 火

13 水

14 木 着物から箱型バック10時～3時

15 金

16 土 休館日

17 日 休館日

18 月 布ぞうり１０時～３時（１回）

19 火 さき織り教室10時～3時

20 水

21 木 着物から箱型バック10時～3時

22 金

23 土 休館日

24 日 休館日

25 月 布ぞうり10時～3時（２回）

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土 休館日

31 日 休館日
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□わくわく講座□ （参加費１００円）

★布ぞうり作り
日時･･･1８日(月)、２５日(月)（２回コース）午前１０時～午後３時（定員１０名)
サラッとした感触が素足に心地よく､外反母趾にも効果あり。

古布を捨てずにカラフルな布ぞうりはいかがですか。使い古したもめんのシーツ､

ゆかた､洋服を裂いて､わらじのように編んで作ります。

☆持ち物・・・はさみ､ものさし(３０ｃｍ位)、お弁当
☆材料費・・・３０円 材料は各自､手持ちの布を持参して下さい。

（ゆかた、シーツ、布団カバー等ほどいて持ってきてください。）

★さき織り教室
日時･･･１９日（火）午前１０時～１２時（定員１５名）

☆持ち物・・・不用になった着物。当日は、織りの説明のみ。

☆材料費・・・５００円

★着物から箱型バック作り(ボストン型ファスナー付き)
日時１４日(木)、２１日（木）午前１０時～午後３時 (定員１０名)

☆持ち物・・・着物（ほどいて）、裏用布地、裁縫道具、型紙用紙、お弁当

☆材料費・・・２００円 ☆諸経費・・・１００円

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

ごみにも思いやりを

毎日の生活を支えてくれた物資も、不要となると、最後の姿が「ごみ」とし

て処理されます。ごみと無縁で生活することは現状無理です。以前は意

識もせず、本当に必要かも考えず買ってしまい、使う事無く処分してしま

った物もあります。今思うと、ずいぶん「もったいない！」事をしたと反省

です。もし、意識をせず同じようなことをしている方がいたら、ぜひ自分の

ごみに意識を向けて、物への思いやりと「３R」の心を持って欲しいと思い

ます。一人ひとりが、しっかり分別して、一人が1日100ｇのごみ減量が出

来たならば、上田市全体で、大変大きなごみ減量になります。

人口163500人×100ｇ＝16350ｋｇ・・・約 16t、1日当りの減量

1ヶ月（30日）・・・・・約 4８0t の減量。この様に、減量するには、生ごみは

堆肥に（どうしてもごみとして出す人はしっかり水切りを）、小片の紙もま

めに分別リサイクルにと、努力が必要です。最後にどうしてもごみとなっ

た物には、ご苦労様という思いやりの心を持ちたいですね。

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

生ごみの堆肥化とごみ減量

わかりやすく、すぐ実行で

きるごみ減量法をアドバイ

スいたします。
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http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20091102092152901.html


